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<

第
１
部　

講
演
会>

　
　

日　

時
：
２
０
２
３
年
１
月
28
日
（
土
）　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　

会　

場
： 

京
都
テ
ル
サ　

東
館
２
階　

第
２
・
３
セ
ミ
ナ
ー
室

（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
70　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５
・
６
９
２
・
３
４
０
０
）

　
　

参
加
費
：
無
料

<

第
２
部　

懇
親
会>

　
　

日　

時
：
２
０
２
３
年
１
月
28
日
（
土
）  

17
時
～
19
時

　
　

会　

場
：
が
ん
こ
京
都
駅
ビ
ル
店

（
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
２
Ｆ
、
京
都
劇
場
向　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
５
・
３
４
２
・
５
９
９
５
）

　
　

参
加
費
：
６
０
０
０
円　

(

当
日
徴
収)

<
主
催
・
申
込
み>

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

　
　

※�
参
加
希
望
の
方
で
会
員
の
方
は
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
、
会
員
以
外
の
方
は
左
記
の 

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５
―
６
３
２
―
８
９
６
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５
―
６
３
２
―
８
９
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ　

a
tta

k
a
-su

p
p
o
rt@

r6
.d

io
n
.n

e.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　

締
め
切
り
：
１
月
25
日

【
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
】

　

２
０
２
３
年
新
春
交
流
会
の
ご
案
内

<

第
１
部　

講
演
会>

　

テ
ー
マ
：
若
者
の
現
実
か
ら
出
発
し
た
労
働
教
育
は
可
能
か

　
　
　
　
　
　

～
新
自
由
主
義
の
デ
フ
ォ
ル
ト
化
と
雇
用
劣
化
の
狭
間
で
～

　

講　

師
：
竹
信 

三
恵
子　

(

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
和
光
大
学
名
誉
教
授)

　

当
法
人
が
若
者
を
対
象
と
し
た
教
育
講
座
（
出
前
授
業
）
を
開
始
し
た
の
は
、２
０
０
６
年
か
ら
で
す
。

定
時
制
高
校
の
進
路
指
導
の
教
諭
か
ら
「
教
え
子
で
あ
る
卒
業
生
か
ら
、
提
示
さ
れ
た
労
働
条
件
と
実
際

に
働
い
て
の
労
働
条
件
の
違
い
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た
が
、
ど
う
答
え
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
当
法
人
の
事
業
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

17
年
を
経
過
す
る
中
で
、
社
会
情
勢
は
激
変
し
、
高
校
生
、
大
学
生
の
就
労
意
識
も
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
若
者
へ
の
労
働
教
育
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
右
記
テ
ー
マ
で
講
演
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
竹
信
三
恵
子
さ
ん
は
、
朝
日
新
聞
の
記
者
と
し
て
労
働
問
題
を
取
り
上
げ
、
退
社
後
は
大
学

で
教
鞭
を
執
ら
れ
、
学
生
に
労
働
教
育
を
実
践
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
講
演
は
、
学
生
の
生
き
て

き
た
背
景
を
探
り
な
が
ら
労
働
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
講
演
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
氏
名 

②
住
所　

③
電
話
番
号
を
ご
記
載
の
上
、
必
ず
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
下
さ
い
。
後
日
配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お

送
り
し
ま
す
。



2 0 2 3 年  冬号

2

第１回 �　３月８日（水）18：30～20：30
●テーマ：「フリーランスが安心して働ける環境整備」と今後の課題
●講　師：小林　さゆり（社会保険労務士）
●概　要：�多様な働き方の一つとして、フリーランスに注目が集まっています。近年その数も増

加しており、フリーランスが安心して働ける環境を整えていくことが重要な課題になっ
てきています。また、フリーランスとして業務を行っていても、労働関係法令が適用
されることがあります。フリーランスについて、その実態や関連する法整備について
知るとともに、今後の課題について考えます。

第２回 　３月15日（水）18：30～20：30
●テーマ：�「労働条件の明示など労働契約関係の明確化」の意義
●講　師：南里　有紀（社会保険労務士）
●概　要：�職務、勤務地または労働時間を限定した多様な正社員が普及し、働き方が多様化する中、

労働契約関係を明確にすることの必要性が高まっています。労働契約に関する法令を
解説しつつ、労働条件変更後の労働契約の明示、社会保険・雇用保険の手続時におけ
る適切な雇用契約書の取り交わし等について、事例を用いて解説し、労働契約関係を
明確にすることの意義について考えます。

第３回 　３月22日（水）18：30～20：30
●テーマ：�「選択的週休３日制の導入促進」の問題とその対応
●講　師：柴田　美知子（社会保険労務士）
●概　要：�選択的週休３日制では、週の労働日数を１日減らし休日を３日にすることを選択でき

る制度が想定されています。また、少数ですが、すでに週休３日制を導入している企
業もあります。導入されている事例について整理し、制度ごとに労働時間、仕事量、給与、
生産性および可処分時間について整理した上で、選択的週休３日制を導入するにあたっ
ての問題とその対応について考えます。

「多様な働き方を選択できる環境の実現」
～働き方のミスマッチを防ぐ～

◇主　　　　催：公益社団法人　京都勤労者学園（ラボール学園）
　　　　　　　　認定特定非営利活動法人　あったかサポート
◇会　　　　場：ラボール学園（京都市中京区四条御前西入るラボール京都３階）
◇お問い合わせ：０７５－６３２－８９６２（あったかサポート）
◇申し込み方法：参加無料、事前申し込みが必要です。ZOOM 聴講も可能です。
　　　　　　　　同封のチラシをお読みいただき申し込み下さい。

2022年度春季労働関連法セミナー
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元
日
や　

お
も
え
ば
さ
び
し

　
　
　

秋
の
暮
れ　

�

松
尾　

芭
蕉　

　

元
旦
の
朝
、
思
い
の
ほ
か
通
り
は

ひ
っ
そ
り
と
静
か
だ
。
商
店
も
工
場
も

休
み
、
子
供
の
声
さ
え
家
の
中
に
こ
も

る
の
か
、
ま
る
で
さ
び
し
い
秋
の
夕
暮

れ
時
の
よ
う
だ
、
と
。

　

し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
平
穏
な
正
月
な

ら
で
は
の
情
景
。
衣
食
住
足
り
て
の
新

年
の
静
け
さ
を
あ
り
が
た
い
と
思
わ
ね

ば
。
現
代
の
騒
乱
の
世
界
か
ら
す
れ
ば
。

　

三
ヶ
日　

わ
ざ
と
よ
け
た
る　

　
　
　

年
賀
か
な

�

久
保
田 

万
太
郎　

　

元
旦
の
挨
拶
回
り
は
控
え
、
静
か
に

我
が
家
で
過
ご
す
と
い
う
社
会
の
了
解

が
あ
る
。
だ
が
、
正
月
の
三
日
間
ま
で

を
控
え
る
の
は
気
を
遣
い
す
ぎ
で
は
―

い
や
、
忙
し
い
都
会
の
住
人
の
気
風
と
し

て
推
奨
す
べ
き
か
？

　

昨
年
の
年
賀
状
の
や
り
と
り
で
、
少
し

ば
か
り
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
。
賀
状
の

挨
拶
文
の
最
後
に
、
今
年
で
当
方
か
ら
の

年
賀
の
ご
挨
拶
は
最
後
と
し
た
い
、
と
の

数
枚
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。
年
に
一
度
だ
か

ら
と
、
毎
年
最
低
限
の
枚
数
を
そ
ろ
え
て

い
る
私
に
は
、そ
ん
な
勇
気
は
な
い
が
、一

方
で
そ
れ
を
羨
ま
し
い
決
断
だ
と
思
う
こ

と
も
事
実
だ
。

　

あ
と
何
年
、
賀
状
を
出
せ
る
か
と
思
う

と
、
余
裕
の
あ
る
う
ち
に
、
自
分
の
意
志
で

始
末
を
つ
け
る
の
も
い
さ
ぎ
よ
い
か
な
、と
。

　

そ
し
て
、別
の
悩
み
も
。
特
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ラ
イ
ン
な
ど
で
、
写
真
や
メ
ー

ル
で
日
々
の
近
況
を
知
ら
せ
合
っ
て
い
る

相
手
に
は
…
…
さ
て
。

　

去こ

年ぞ

今
年　

貫
く
棒
の

　
　
　

ご
と
き
も
の

�

高
浜　

虚
子　

年
　
改
ま
り
て

　

新
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
と
騒

げ
ば
、
数
字
と
と
も
に
一
切
が
改
ま
る

よ
う
な
気
が
す
る
の
は
若
い
人
な
ら
で

は
の
こ
と
。

　

こ
の
句
を
読
ん
だ
と
き
高
浜
虚
子
は

七
十
六
才
。

　

除
夜
か
ら
元
旦
を
迎
え
よ
う
と
も
、

流
れ
る
不
変
の
時
間
軸
は
自
分
が
持
っ

て
い
る
と
い
う
自
負
。

　

初
春
の　

日
の
生
れ
く
る
薔
薇
色
の

　
　
　

雲
あ
り
山
の

　
　
　
　
　

低
き
と
こ
ろ
に

�

与
謝
野　

晶
子　

　

日
が
昇
る
の
で
は
な
く
、
日
が
生
ま

れ
る
、と
い
う
初
春
の
朝
。
大
地
に
し
っ

か
り
と
立
つ
ひ
と
に
は
、
光
に
も
呼
応

す
る
体
感
を
も
つ
の
だ
ろ
う
。

　

山
の
際き
わ

に
漂
う
雲
が
、
初
春
の
太
陽

に
染
ま
る
…
薔
薇
色
に
。
そ
の
花
の

色
は
晶
子
が
選
ん
だ
意
志
。
こ
こ
に
も

ゆ
る
が
な
い
時
を
つ
か
む
歌
の
心
が
あ

り
、「
山
の
低
き
と
こ
ろ
に
」
と
ま
で
読

み
込
む
。

　

手
の
届
き
そ
う
な
瑞
雲
を
目
の
前
に

広
げ
て
み
せ
る
晶
子
の
才
。

（冬）

あ
っ
た
か
歳
時
記

上
　
野
　
　
　
都

　

第
八
波
、
と
な
れ
ば
ま
た
今
年
も
コ

ロ
ナ
禍
と
の
共
存
が
始
ま
る
。
マ
ス
ク

は
相
変
わ
ら
ず
の
必
需
品
、
臨
機
応
変

に
外
し
て
も
よ
い
と
、
お
上
が
言
お
う

と
も
、
日
本
で
は
誰
も
が
眼
だ
け
を
さ

ら
し
て
行
き
交
っ
て
い
る
。
周
知
の
悪

行
を
お
か
し
て
い
て
も
、
国
会
で
知
ら

ぬ
、
忘
れ
た
と
シ
ラ
を
切
る
議
員
・
大

臣
た
ち
に
も
大
き
な
マ
ス
ク
は
有
り
が

た
い
だ
ろ
う
。

　

い
た
つ
き
の

　
　

長
き
病
は
い
え
ね
ど
も

　
　
　

年
の
始
と
さ
け
る
梅
か
も

�

正
岡　

子
規　

　

何
年
も
病
む
人
の
苦
痛
は
変
わ
ら
な

い
が
、
そ
れ
で
も
年
が
改
ま
れ
ば
梅
の

花
が
咲
い
て
く
れ
る
。

　

も
う
四
年
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
と
の
暮

ら
し
。
今
年
は
ま
さ
に
慣
れ
と
の
闘
い
。

だ
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
し
な
が
ら
い

つ
も
背
後
に
潜
む
。

　

こ
こ
ま
で
、
何
と
か
生
き
延
び
て
き

た
も
の
と
、
自
分
を
ほ
め
な
が
ら
今
年

は
近
場
の
梅
や
桜
を
楽
し
む
と
し
よ
う

か
。

あ
ら
た
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京
都
府
で
は
、
労
働
に
関
す
る
労
使
双
方

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
京
都
テ
ル
サ

（
京
都
市
南
区
）
内
に
「
京
都
府
労
働
相
談

所
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
所
は
、
労
働
争
議
が
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
昭
和
31
年
に
、
労
使
紛
争
の
予
防

と
解
決
、
労
使
関
係
の
安
定
を
目
的
に
「
中

小
企
業
労
働
相
談
所
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
お
悩
み
の
相
談

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
4

月
に
は
、
名
称
を
「
京
都
府
労
働
相
談
所
」

に
改
め
る
と
と
も
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
悩
む
学
生
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
、
相
談
所
内
に
「
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
相
談
窓
口
」を
併
設
し
て
い
ま
す
。

○
労
働
相
談
の
実
施
状
況

　

労
働
相
談
所
で
は
、一
般
相
談
（
月
～
金
、

9
時
～
17
時
）
に
加
え
、
平
日
夜
間
と
土
曜

日
に
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
、
主
に
来
所
と
電
話
で
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
相
談
は
（
コ
ン
ペ
や
入
札
の
結
果
で
は

あ
り
ま
す
が
）
平
成
20
年
度
の
事
業
開
始

以
来
継
続
し
て
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
に
委
託

し
て
お
り
、
相
談
担
当
の
皆
様
に
は
、
専
門

的
か
つ
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
相
談
が
必
要
な
方
の
た

め
に
、
月
1
回
、
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

28
年
2
月
か
ら
は
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を

実
施
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
2

年
7
月
か
ら
は
、
来
所
で
の
相
談
が
困
難
な

場
合
等
に
御
利
用
い
た
だ
け
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談

（
予
約
制
）
を
一
般
相
談
に
取
り
入
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

○
労
働
相
談
件
数
と
最
近
の
動
向

　

令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
は
、
合
計�

４
、１
９
６
件
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
支
援
制
度
な
ど
様
々
な
問
い

合
わ
せ
が
増
加
し
た
こ
と
で
過
去
最
高
の
相

談
件
数
と
な
っ
た
前
年
度
よ
り
８
８
６
件

（
17
・
4
％
）
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
（
令

和
元
年
度
：
４
、２
３
１
件
）
の
水
準
に
戻

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
令
和
３
年
度
の
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
相
談
は
６
２
４
件
あ
り
、
依
然

と
し
て
雇
用
へ
の
影
響
は
継
続
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
雇
用
環
境
が
不
安
定
と
な
っ

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
令
和
2
年
度
及

び
3
年
度
に
お
い
て
、
5
月
の
大
型
連
休
や

年
末
年
始
も
緊
急
開
所
し
、
切
れ
目
の
な
い

相
談
体
制
を
確
立
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
も
、
年
末
年
始
に
開
所
し
て
い
ま
す

が
、
対
応
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
あ
っ

た
か
サ
ポ
ー
ト
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。○

労
働
相
談
の
内
容

　

令
和
3
年
度
の
相
談
内
容
別
で
は
、
令
和

4
年
4
月
1
日
か
ら
す
べ
て
の
企
業
で
「
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
」
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
正
規
雇
用
労
働
者
・

非
正
規
雇
用
労
働
者
と
も
に
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
含
む
「
職
場
の
人
間
関
係
に
関

す
る
こ
と
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
5
項
目
は
表
の
と
お
り
で

す
。○

京
都
府
労
働
相
談
所
の
相
談
の
特
徴

　

労
働
相
談
所
に
は
、
労
働
局
の
相
談
と
異

な
り
使
用
者
へ
の
「
助
言
・
指
導
」
等
の
機

能
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
さ
れ
る
一
人
ひ

と
り
の
お
話
を
じ
っ
く
り
と
お
聞
き
し
、
労

働
法
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
問
題
解
決
に

向
け
て
と
も
に
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
、
何
度
で

も
継
続
的
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

京
都
府
労
働
相
談
所
で
は
、こ
れ
か
ら
も
、

一
人
ひ
と
り
の
働
く
上
で
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
府　

商
工
労
働
観
光
部　

労
働
政
策
課

京
都
府　

商
工
労
働
観
光
部　

労
働
政
策
課　

髙

　

髙  

畑　

智

畑　

智  

香香

京
都
府
労
働
相
談
所
の
御
紹
介

京
都
府
労
働
相
談
所
の
御
紹
介

京都府労働相談所 京都市南区東九条下殿田町70番地 京都テルサ西館３階
　 • 電話・来所・WEB・メールによる相談を受け付けています。
　 • 労働者・使用者双方からの相談に応じます。
　　フリーダイヤル（京都府内限定）

　　　０１２０－０１２０－７７
なな

８８
やや

６６
むむ

－－６６
ろろ

００
ーー

４４
しし

　
　
　フリーダイヤルがつながらない場合は 075-661-3253へお電話を

【相談時間】月～金　９時～13時／14時～21時
　　　　　　　土　　９時～13時／14時～17時

　※夜間の来所相談は予約制。相談時間内に電話でご予約ください。
　相談はすべて無料です。

（労使）
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以
来
継
続
し
て
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
に
委
託

し
て
お
り
、
相
談
担
当
の
皆
様
に
は
、
専
門

的
か
つ
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
相
談
が
必
要
な
方
の
た

め
に
、
月
1
回
、
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

28
年
2
月
か
ら
は
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を

実
施
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
2

年
7
月
か
ら
は
、
来
所
で
の
相
談
が
困
難
な

場
合
等
に
御
利
用
い
た
だ
け
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談

（
予
約
制
）
を
一
般
相
談
に
取
り
入
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

○
労
働
相
談
件
数
と
最
近
の
動
向

　

令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
は
、
合
計�

４
、１
９
６
件
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
支
援
制
度
な
ど
様
々
な
問
い

合
わ
せ
が
増
加
し
た
こ
と
で
過
去
最
高
の
相

談
件
数
と
な
っ
た
前
年
度
よ
り
８
８
６
件

（
17
・
4
％
）
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前
（
令

和
元
年
度
：
４
、２
３
１
件
）
の
水
準
に
戻

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
令
和
３
年
度
の
コ
ロ

 - 3 - 

 
相談件数の推移 

 
 
雇用形態別相談内容別件数 

 
正規雇用労働者からの相談（上位 5 項目） 

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

1 職場の人間関係に関すること 563 職場の人間関係に関すること 509

2 退職、退職金 402 勤労者福祉に関すること 410

3 勤労者福祉に関すること 351 賃金 360

4 賃金 350 退職、退職金 353

5 労働時間、休日・休暇 321 労働時間、休日・休暇 348

令和３年度 令和２年度

 
 
非正規雇用労働者からの相談（上位 5 項目） 

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

1 職場の人間関係に関すること 387 賃金 682

2 賃金 333 助成金・補助金・その他の問題 434

3 勤労者福祉に関すること 299 職場の人間関係に関すること 405

4 労働契約 267 勤労者福祉に関すること 377

5 退職、退職金 239 労働時間、休日・休暇 364

令和３年度 令和２年度

 

相談件数の推移

雇用形態別相談内容別件数

正規雇用労働者からの相談（上位５項目）

令和３年度 令和２年度

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

１ 職場の人間関係に関すること 563 職場の人間関係に関すること 509

２ 退職、退職金 402 勤労者福祉に関すること 410

３ 勤労者福祉に関すること 351 賃金 360

４ 賃金 350 退職､ 退職金 353

５ 労働時間､ 休日 ･休暇 321 労働時間､ 休日 ･休暇 348

非正規雇用労働者からの相談（上位５項目）

令和３年度 令和２年度

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

１ 職場の人間関係に関すること 387 賃金 682

２ 賃金 333 助成金 ･補助金 ･その他の問題 434

３ 勤労者福祉に関すること 299 職場の人間関係に関すること 405

４ 労働契約 267 勤労者福祉に関すること 377

５ 退職、退職金 239 労働時間､ 休日 ･休暇 364
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キ
リ
ア
ン
・
エ
ム
バ
ペ
は
、
ま
る
で
役
者

の
よ
う
だ
。
彼
に
ボ
ー
ル
が
渡
り
、
彼
が
走

り
出
す
と
風
が
吹
く
。
風
は
疾
風
と
な
っ
て

敵
陣
を
切
り
裂
い
て
ゆ
く
。
そ
の
風
は
フ
ラ

ン
ス
を
再
び
Ｗ
杯
の
頂
へ
運
ん
で
い
く
だ

ろ
う
か
。

　

Ｍ
へ
。
君
に
は
す
ま
な
い
が
、
こ
れ
は
晩

酌
の
ほ
ろ
酔
い
に
任
せ
て
書
い
て
い
る
。
だ

れ
が
予
想
し
た
だ
ろ
う
。
日
本
が
逆
転
で
ド

イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
を
下
し
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー

グ
1
位
で
16
強
を
決
め
た
。
ま
ぐ
れ
で
は

な
い
。
サ
ッ
カ
ー
の
神
様
が
「
森
保
ジ
ャ
パ

ン
」
一
人
一
人
の
努
力
に
ご
褒
美
を
く
れ
た

の
だ
。
ネ
ッ
ト
も
テ
レ
ビ
も
、
今
朝
か
ら
各

地
の
盛
り
上
が
り
を
伝
え
て
い
る
。

　

君
も
快
哉
を
叫
ん
だ
に
違
い
な
い
。
こ
う

し
て
、
ま
た
君
と
サ
ッ
カ
ー
の
話
が
出
来
る

の
を
嬉
し
く
思
う
。

　
　
　
　
　

▽

　

4
年
前
、
オ
レ
た
ち
は
病
院
の
屋
上

で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
ロ
シ
ア
Ｗ
杯
と
日
本

の
戦
い
方
に
つ
い
て
身
振
り
手
振
り
話
し

連
載

当
世
シ
ニ
ア
気
質

Ｍ
と
い
つ
ま
で
も　
（
12
）

　

坊
ち
ゃ
ん
と
お
清
の
よ
う
に

�

柏　

倉　
　

裕

合
っ
た
。「
お
っ
さ
ん
ジ
ャ
パ
ン
」
が
格
上

を
相
手
に
ど
ん
な
サ
ッ
カ
ー
を
す
べ
き
か
、

本
田
や
岡
崎
は
90
分
走
り
続
け
ら
れ
る
の

か
、（
爆
撃
機
と
言
わ
れ
た
）
ゲ
ル
ト
・
ミ
ュ

ラ
ー
の
よ
う
な
点
取
り
屋
が
日
本
に
い
れ
ば

…
、
な
ど
な
ど
。

　

君
は
う
ま
く
喋
れ
な
く
て
、
も
ど
か
し
そ

う
だ
っ
た
が
、
オ
レ
た
ち
は
楽
し
か
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
話
で
盛
り
上
が
る
の
が
、
お
見

舞
い
の
目
的
だ
っ
た
。
初
戦
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

に
勝
っ
た
時
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
よ
と
、
妻
の
陽
子
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
を
も

ら
っ
た
の
を
思
い
出
す
。

　
　
　
　

▽

　

そ
れ
か
ら
4
年
、ま
た
Ｗ
杯
が
始
ま
っ
た
。

人
権
問
題
に
揺
れ
る
中
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

が
メ
ッ
シ
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
破
り
、
韓
国

も
Ｃ
・
ロ
ナ
ウ
ド
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
ロ
ス
タ

イ
ム
弾
で
下
し
た
。
強
国
の
選
手
た
ち
が
茫

然
と
し
、
額
に
手
を
や
り
ピ
ッ
チ
を
去
っ
て

い
く
の
を
何
度
も
見
た
。

　

今
回
の
Ｗ
杯
は
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
。
い
や
、
何
で
も
起
こ
り
得
る
。
だ
か
ら

サ
ッ
カ
ー
は
面
白
い
。
16
強
で
も
8
強
で
も

い
い
。
強
国
に
真
っ
向
勝
負
を
挑
む
姿
を
オ

レ
た
ち
は
見
た
い
の
だ
。

　

か
つ
て
日
本
代
表
の
監
督
を
務
め
た
イ
ビ

チ
ャ
・
オ
シ
ム
は
「
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
化
」

を
提
唱
し
た
。
日
本
人
の
特
徴
を
生
か
す

サ
ッ
カ
ー
。
俊
敏
性
、
組
織
性
、
勤
勉
さ
と

と
も
に
「
考
え
な
が
ら
走
る
」
と
い
う
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
チ
ー
ム
に
浸
透
さ
せ
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
。

　

志
半
ば
で
病
に
倒
れ
た
が
、
オ
シ
ム
監
督

が
求
め
た
も
の
は
今
の
日
本
代
表
に
も
確
実

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
思
う
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
Ｗ
杯
の
大
舞
台
で
、
ド
イ
ツ
や
ス
ペ

イ
ン
に
逆
転
勝
ち
な
ど
出
来
る
は
ず
も
な

い
。
サ
ッ
カ
ー
は
、
強
い
方
が
勝
つ
の
で
は

な
く
、
勝
っ
た
方
が
強
い
の
だ
。
と
こ
う
書

い
て
、
今
宵
は
カ
タ
ー
ル
に
向
か
っ
て
乾
杯

し
よ
う
。

　
　
　
　

▽

　

Ｍ
へ
。
東
京
・
渋
谷
で
は
早
朝
か
ら
若
者

た
ち
が
街
に
繰
り
出
し
、
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ

で
踊
り
ま
く
っ
た
。
気
持
ち
は
分
か
る
。
コ

ロ
ナ
で
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
っ
て
い
た
だ
ろ

う
。
き
ょ
う
は
一
日
、
思
い
切
り
飲
ん
で
騒

い
で
く
れ
。
で
も
、
あ
れ
が
本
当
の
サ
ポ
ー

タ
ー
か
と
思
わ
れ
て
は
困
る
。
君
も
そ
う
言

う
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
オ
レ
は
考
え
た
。
代
表
チ
ー
ム
と

サ
ポ
ー
タ
ー
の
関
係
は
、
漱
石
の
坊
ち
ゃ
ん

と
お
清
の
よ
う
な
も
の
だ
と
。
年
の
差
も
男

も
女
も
、
金
持
ち
か
貧
乏
か
も
関
係
な
い
。

サ
ッ
カ
ー
が
飯
よ
り
好
き
で
、
強
く
な
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
常
に
考
え
て
い

る
。

　

お
清
は
坊
ち
ゃ
ん
の
行
く
末
を
い
つ
も
心

配
し
、
使
用
人
な
の
に
小
遣
い
さ
え
や
り
、

坊
ち
ゃ
ん
が
い
つ
か
偉
い
人
に
な
る
と
信
じ

て
疑
わ
な
い
。

　
「
お
れ
が
東
京
へ
着
い
て
下
宿
へ
も
行
か

ず
…
、
清
や
帰
っ
た
よ
と
飛
び
込
ん
だ
ら
、

あ
ら
坊
ち
ゃ
ん
、
よ
く
ま
あ
早
々
帰
っ
て
来

て
下
さ
っ
た
と
涙
を
ぽ
た
ゝ
と
落
と
し
た
」

（
新
潮
文
庫
）

　

坊
ち
ゃ
ん
は
敗
れ
た
が
、
彼
に
は
帰
る
べ

き
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
と
江
藤
淳
は
あ
と
が

き
に
書
い
て
い
る
。

スペイン戦翌日の新聞より
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第
１
回
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
杉
原
純

子
氏
を
迎
え
て
、『
改
正
さ
れ
た
育
児
・
介

護
休
業
法
を
検
証
す
る
』
と
題
し
て
講
演
頂

き
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
法
改
正
の
背
景
に
、
少
子
化
対

策
の
必
要
性
の
高
ま
り
が
あ
る
と
し
、
各
種

資
料
を
も
と
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
育
児
介
護
休
業
法
の
改
正
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
、
希
望
に
応
じ
て
男
女

共
に
仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で
き
る
よ
う

に
す
る
目
的
の
も
と
、
２
０
２
２
年
４
月
、

２
０
２
２
年
10
月
、
２
０
２
３
年
４
月
の
三

段
階
に
分
け
て
改
正
さ
れ
る
内
容
を
説
明
し

ま
し
た
。
但
し
、
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
に
詳

細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
制
度
を
整

え
る
だ
け
で
無
く
、
職
場
自
体
も
相
談
し
や

す
い
風
土
に
し
て
い
か
な
い
と
、
な
か
な
か
運

用
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
持
論
を
述
べ
、

実
際
に
、
育
児
休
業
の
取
得
状
況
を
見
て
も
、

女
性
の
み
長
期
化
し
て
い
る
状
況
か
ら
そ
の

こ
と
が
見
て
取
れ
る
と
し
ま
し
た
。
又
、
保

険
料
の
免
除
に
関
し
て
は
、
制
度
を
悪
用
す

る
人
が
増
加
す
る
と
、
見
直
し
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
と
言
及
し
ま
し
た
。

　

第
三
に
、
育
児
休
業
等
を
理
由
と
す
る
不

利
益
扱
い
の
禁
止
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
つ
い
て
説
明
し
、
ま
ず
、
妊
娠
・
出
産
に

関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
例
と
し
て
、
厚
労

省
の
資
料
を
引
用
し
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
者
の
上
位
３
位

に
、
男
性
上
司
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
同
僚

も
挙
げ
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
言
及
し
、
又
、

雇
用
管
理
措
置
も
不
十
分
で
あ
る
現
状
に
つ

い
て
も
述
べ
ま
し
た
。

　

不
妊
治
療
に
関
し
て
も
、
少
子
化
対
策
の

中
で
保
険
対
象
と
な
っ
た
こ
と
も
説
明
す
る

と
と
も
に
、
一
方
で
、
対
応
す
る
企
業
側
の

理
解
も
必
要
で
は
な
い
か
と
の
認
識
を
示

し
、
そ
れ
を
円
滑
に
す
る
為
の
連
絡
カ
ー
ド

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

マ
タ
ハ
ラ
に
関
し
て
は
、
会
社
や
周
囲
も

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
本
人

も
普
段
か
ら
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

第
四
に
、
先
進
国
の
少
子
化
対
策
と
の
国

際
比
較
と
題
し
て
、
日
本
が
他
の
先
進
国
に

比
べ
て
、
遅
れ
て
い
る
状
況
を
、
主
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
を
紹
介
し

な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
育
児
・
家
事
は
男

女
同
等
に
行
わ
れ
て
お
り
、
女
性
に
偏
る
こ

と
が
無
い
と
述
べ
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
職
場
復

帰
後
の
保
障
が
手
厚
く
、
育
休
を
取
ら
な
い

父
親
は
悪
い
父
親
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
な
文

化
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
二
国
の

制
度
を
説
明
し
た
上
で
、
日
本
の
妊
娠
、
出

産
、
育
児
に
関
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

図
表
を
元
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
少
子
化
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と

し
、
国
は
し
っ
か
り
と
し
た
制
度
整
備
を
す

べ
き
と
述
べ
た
上
で
、
こ
れ
を
運
用
す
る
人

や
企
業
に
も
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

し
、
そ
の
上
で
、
社
会
全
体
で
子
育
て
す
る

風
土
作
り
や
、
そ
れ
を
支
え
る
制
度
の
整
備

が
必
要
と
の
認
識
を
示
し
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
つ
い
て
、
今
一
度
考
え
て
欲
し
い
と
述

べ
て
、
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
秋
季
労
働
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー

仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
お
け
る
「
就
労
の
中
断
」

　
　
　
　
～
妊
娠
・
出
産
・
育
児
、
介
護
、
傷
病
と
ど
う
向
き
合
う
か
～

　

２
０
２
２
年
度
秋
季
労
働
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー
が
、
京
都
勤
労
者
学

園
で
９
月
21
日
、
９
月
28
日
、
10
月
７
日
の
３
週
連
続
で
開
催
さ
れ
、

90
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

第
１
回　
９
月
21
日
（
水
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

　
改
正
さ
れ
た
育
児
・
介
護
休
業
法
を
検
証
す
る

 

講
師
：
杉 

原　

純 
子
（
社
会
保
険
労
務
士
）
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第
２
回　
９
月
28
日
（
水
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

家
族
の
介
護
の
た
め
に
や
む
を
得
ず

　
　
仕
事
を
辞
め
る
「
介
護
離
職
」
を
防
ぐ

 

講
師
：
田 

中　

公 

朗
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

第
２
回
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
田
中
公

朗
氏
を
迎
え
て
、『
家
族
の
介
護
の
た
め
に

や
む
を
得
ず
仕
事
を
辞
め
る
「
介
護
離
職
」

を
防
ぐ
』
と
題
し
て
、
講
演
頂
き
ま
し
た
。

田
中
講
師
は
、自
身
の
経
歴
を
語
っ
た
上
で
、

親
の
介
護
を
し
て
い
る
実
体
験
も
交
え
な

が
ら
、
話
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
全
体
像
と
し
て
、「
全
世
代
型
社

会
保
障
構
築
会
議
」
で
の
提
言
を
も
と
に
、

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
政
府
も
介
護
離
職
を

減
ら
そ
う
と
は
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
課
題
と
し
て
、

介
護
離
職
が
増
加
し
て
い
る
現
実
を
指
摘

し
、
そ
の
結
果
、
生
じ
る
精
神
的
、
肉
体
的
、

経
済
的
な
不
安
に
つ
い
て
、
資
料
を
も
と
に

説
明
し
ま
し
た
。
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
出

来
な
い
で
、
離
職
し
た
も
の
の
経
済
面
を
筆

頭
に
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

を
指
摘
し
、
精
神
面
で
は
仕
事
を
辞
め
た
が

為
に
、
逆
に
息
抜
き
も
出
来
な
く
な
り
、
追

い
込
ま
れ
る
事
案
も
あ
る
と
し
ま
し
た
。
肉

体
面
で
は
、
体
力
的
な
問
題
や
睡
眠
不
足
等

が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
負
担

が
増
え
た
と
す
る
人
が
多
か
っ
た
経
済
面
で

は
、
預
貯
金
の
切
り
崩
し
で
生
活
が
苦
し
く

な
る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

そ
う
言
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
介
護
離

職
を
す
る
と
不
幸
に
な
る
確
率
が
高
く
な

り
、
介
護
中
だ
け
で
無
く
、
介
護
後
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
介
護
離
職
を
し
な
い
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か

に
つ
い
て
話
を
進
め
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
国
や
会
社
の
制
度
の
活
用
が
あ

る
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
上
に
詳
し

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
介
護
休
業
、
介

護
休
暇
、
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
、
時
間
外

労
働
の
制
限
、
所
定
外
労
働
の
制
限
、
深
夜

業
の
制
限
、
介
護
休
業
給
付
と
い
っ
た
も
の

が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。
京
都
市
を
例
に
挙
げ
る

と
、
役
所
で
配
布
し
て
い
る
「
す
こ
や
か
進

行
中
！！
～
高
齢
者
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
～
」
に
そ
の
詳
細
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

ず
も
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
行
政
の
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
手
続
き
を
し
、
地
域
包
括
担
当
者
や

ケ
ア
マ
ネ
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
家
族

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
述

べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
家
族
と
将
来
の
介
護
の
話
を
す

る
に
あ
た
り
、「
家
族
が
必
ず
確
認
し
て
お

く
こ
と
」、「
家
族
と
確
認
し
て
お
く
こ
と
」、

「
自
分
の
介
護
に
つ
い
て
の
確
認
し
て
お
く

こ
と
」
に
関
し
て
、
説
明
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、最
後
の
意
思
決
定
の
代
行
に
つ
い
て
は
、

家
族
に
し
か
出
来
な
い
の
で
、
十
分
に
確
認

し
合
う
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
と
し
て
、
ま
ず
は
離
職
し
な

い
こ
と
を
前
提
に
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
地

域
包
括
の
方
や
ケ
ア
マ
ネ
の
方
に
相
談
し
て

欲
し
い
と
述
べ
、
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

介護離職率と介護離職者数の推移

（参考：厚生労働省「雇用勣向謳査」より一部抜粋し作成）
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第
３
回　

10
月
７
日
（
金
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

職
場
復
帰
を
目
指
し
て
の
治
療
や

　
　
治
療
を
受
け
な
が
ら
就
労
を
支
え
る

 

講
師
：
弓 

削　

晴 

美
（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

第
３
回
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
弓
削
晴

美
氏
を
迎
え
て
、『
職
場
復
帰
を
目
指
し
て

の
治
療
や
治
療
を
受
け
な
が
ら
の
就
労
を

支
え
る
』
と
題
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。
弓

削
講
師
は
、
自
身
の
経
歴
を
紹
介
し
、
両
立

支
援
担
当
と
し
て
働
く
中
で
の
経
験
や
聞

い
た
こ
と
を
も
と
に
話
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
支
援
が
必
要
な
疾
病
と
し
て
、
が

ん
等
を
挙
げ
、
そ
の
上
で
、
少
人
数
で
多
人

数
を
支
え
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
働
き

方
改
革
に
お
い
て
も
、
対
策
が
考
え
ら
れ
、

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
型
支
援
等
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
迄
「
不
治
の
病
」
と
さ
れ
て
い
た
疾
病

が
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
長
く
付
き

合
う
病
気
と
な
っ
た
結
果
、
す
ぐ
に
は
離
職

に
は
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
と
し
な
が
ら

も
、
本
人
や
職
場
等
の
十
分
な
理
解
が
な
い

状
況
に
お
い
て
、
離
職
に
至
ら
な
い
様
に
、

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
充
実
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

実
際
、「
が
ん
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
働

き
始
め
て
の
罹
患
と
か
、
高
齢
者
が
再
就
職

し
て
罹
患
と
言
う
事
例
が
増
え
て
い
る
と
紹

介
さ
れ
、
そ
の
「
が
ん
」
自
体
が
、
長
く
付

き
合
う
病
気
と
な
り
、
治
療
と
仕
事
の
両
立

支
援
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
し
ま
し

た
。

　

自
分
が
病
気
に
な
っ
た
場
合
を
考
え
る

と
、
多
岐
に
わ
た
る
悩
み
が
想
定
さ
れ
、
人

に
よ
っ
て
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
く
、
そ
ん
な
中
、
相
談
す
る
相
手
が

い
な
か
っ
た
り
、
一
人
で
背
負
い
込
む
人
は

離
職
に
向
か
い
が
ち
で
す
が
、
こ
こ
で
、
早

ま
っ
て
辞
め
な
い
こ
と
が
大
事
と
強
調
し
ま

し
た
。
社
会
的
、
医
学
的
、
心
理
的
に
要
因

は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、
正
し
く
理
解
し
、
相

談
と
交
渉
が
出
来
れ
ば
、
離
職
が
避
け
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
両
立
支
援
の
取
り
組
み
の
流
れ

を
、厚
生
労
働
省
の
資
料
を
も
と
に
説
明
し
、

医
療
機
関
と
会
社
の
連
携
を
手
助
け
す
る
両

立
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
型
支
援
の
要
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

う
ま
く
活
用
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で

お
互
い
に
見
通
し
が
立
ち
、
好
循
環
を
生
み

出
す
と
し
ま
し
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
職

場
環
境
の
整
備
が
必
要
と
し
、
知
ら
な
い
ま

ま
だ
と
手
は
打
て
な
い
の
で
知
る
必
要
が
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

又
、
治
療
中
の
問
題
に
も
焦
点
を
あ
て
ま

し
た
。
人
に
も
よ
り
ま
す
が
、
術
後
の
体
調

や
、
投
薬
後
の
副
作
用
な
ど
、
見
た
目
に
は

分
か
ら
な
い
問
題
も
あ
り
、
本
人
と
の
認
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
生
す
る
と
し
ま
し
た
。
そ

う
し
た
問
題
の
結
果
、
復
職
後
１
、２
年
で

退
職
す
る
方
も
多
い
と
述
べ
ま
し
た
。
又
、

「
ど
う
説
明
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」、

「
ど
う
休
め
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
等
の

相
談
指
示
例
も
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
相
談
を
受
け
る
社
会
保
険
労
務
士
が
一
緒

に
考
え
て
、
患
者
に
と
っ
て
一
番
良
い
方
向

を
考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
制
度
変
更
に
気
付
い
て
な
い

人
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
て
、

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
ま
し
た
。但
し
、

心
理
的
な
配
慮
や
、
不
用
意
な
提
案
に
は
注

意
が
必
要
で
、
患
者
の
中
の
様
々
な
問
題
の

交
通
整
理
と
言
う
意
味
で
、
寄
り
添
う
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。そ
し
て
、

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
に
し
て
い
く
必
要

性
に
も
言
及
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
患
者
（
労
働
者
）
の
目
的
は
、

あ
た
り
ま
え
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
と

し
、
単
に
『
生
き
る
』
だ
け
で
な
く
、『
活

き
る
』
た
め
の
連
携
、
理
解
が
必
要
と
し
、

自
身
は
両
立
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
た
だ
、

治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
し
て
は
、
資
金
不

足
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
会
社
や
国
の
支
援
が

も
っ
と
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
と
述
べ
、
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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●お問合せ時間　月・水・金／10：00～16：00
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

認定特定非営利活動法人　あったかサポート事務局 半
はん

田
だ

敏
としてる

照（当法人・副理事長兼事務局長）

■ご相談とお問合せ TEL 075-632-8962　FAX 075-632-8963

HP http://attaka-support.org/　E-mail attaka-support@r6.dion.ne.jp

年会費納入と寄付金のお願い
私たちは、労働と社会保障の課題解決を軸に、共生の思想のもと、共助の視点に立って「あったか社会」の創造を目指します。
当法人の活動にご理解を賜り、本年度も引き続き年会費納入と寄付金をお願いいたします。会員の種類と会費は以下の通りです。

　①　正会員は、　 年間１口  5, 000 円です。個人会員で総会の議決権を有します。
　②　賛助会員は、年間１口  3, 000 円です。個人及び団体会員で議決権はありません。
　③　協力会員は、年間１口 10, 000 円です。専門的立場から協力する個人及び団体会員で議決権はありません。

＊なお、寄付金については金額の定めはありません。
＊当法人への寄付金、賛助会員会費、協力会員会費は寄付金控除に利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→認定特定非営利活動法人 あったかサポート

★�

東
京
都
労
働
委
員
会
は
、
去
る
11
月
25
日
、
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
ユ
ニ

オ
ン
（
２
０
１
９
年
に
結
成
）
が
申
し
立
て
た
労
働
組
合
法
上
の

「
労
働
者
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
の
判
断
で
、「
労
働
者
」
と
認
め
る

決
定
を
出
し
た
。

★�

争
わ
れ
た
内
容
は
、
東
京
都
労
働
委
員
会
の
命
令
書
に
よ
る
と
①
配

達
員
が
労
働
者
に
当
た
る
か
ど
う
か
②
ウ
ー
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、

配
達
員
と
の
関
係
で
労
働
組
合
法
上
の
使
用
者
に
当
た
る
か
ど
う
か

③
組
合
が
申
し
入
れ
し
た
団
体
交
渉
に
対
し
て
、
ウ
ー
バ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
が
拒
否
し
た
こ
と
が
正
当
な
理
由
の
な
い
団
体
交
渉
拒
否
に
当

た
る
か
ど
う
か
、
の
３
点
で
あ
る
。

★�

東
京
都
労
働
委
員
会
が
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
業
務
を

遂
行
す
る
配
達
員
の
労
働
者
性
を
判
断
し
た
根
拠
は
、
ウ
ー
バ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
は
、
配
達
パ
ー
ト
ナ
ー
に
対
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
配
達
業
務
の
遂
行
に
様
々
な
形
で
関
与
し

て
い
る
実
態
が
あ
る
と
し
て
、
①
事
業
組
織
へ
の
組
入
れ
、
②
契
約

内
容
の
一
方
的
・
定
型
的
決
定
、
③
報
酬
の
労
務
対
価
性
が
認
め
ら

れ
、
④
業
務
の
依
頼
に
応
ず
べ
き
関
係
、
⑤
一
定
の
時
間
的
場
所
的

拘
束
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
広
い
意
味
で
の
指
揮
監
督
下
の
労

務
提
供
が
認
め
ら
れ
、
⑥
顕
著
な
事
業
者
性
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
本
件
配
達
パ
ー
ト
ナ
ー

は
労
組
法
上
の
労
働
者
に
当
た
る
、
と
し
て
い
る
。

★�

こ
う
し
た
根
拠
で
労
働
者
性
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ウ
ー
バ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
の
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
で
仕
事
を
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
Ｐ
Ｆ
）
企
業
に
対
し
て
、「
雇
用
主
」
と
し
て
組
合
を
結

成
し
て
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

★�

今
後
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
働
き
方
を
保
護
し
て
行
く
に
は
、
団
体
交

渉
や
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
認
め
ら
れ
る
労
働
組
合
法
上
の
「
労
働
者
」

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
労
働
基
準
法
上
の
「
労
働
者
」
と
し
て
認
め

ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。そ
う
で
な
い
と
、最
低
賃
金
や
労
働
時
間
規
制
、

雇
用
保
険
へ
の
加
入
等
、
よ
り
広
い
労
働
者
と
し
て
の
保
護
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
な
い
。

★�

事
務
所
を
移
転
し
て
12
月
で
１
年
に
な
り
ま
す
。
早
い
も
の
で
も
う

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
地
下
鉄
に
乗
る
と
１
分
で
九
条
駅
に
着
き
ま

す
が
、
健
康
の
た
め
京
都
駅
か
ら
は
、
歩
い
て
通
っ
て
い
ま
す
。
事

務
所
の
使
い
勝
手
も
良
く
、
一
人
で
の
執
務
の
た
め
仕
事
が
は
か
ど
り

ま
す
。（
？
）
近
く
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
ら
是
非
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。　

�
 （

半
田
敏
照
）

集

編

後

記

本誌責任編集　半田敏照

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
７
分

●
地
下
鉄
九
条
駅
か
ら
徒
歩
２
分 （アサダ観光ビル 2 階 B 号室）


